
KPI（広域・推進） 基準値 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度
（参考）
累計

達成状況 単位

目標値 150 175 190 515

実績値 384 ▲ 210 180 354

達成率 256.0% - 94.7% 68.7%

KPI（広域・推進） 基準値 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度
（参考）
平均

達成状況 単位

目標値 62.3 66.3 72.3 67.0

実績値 69.8 56.3 60.0 62.0

達成率 112.0% 84.9% 83.0% 92.6%

■県西地域活性化プロジェクト推進事業

人

【参考】　県西地域２市８町のデータを集計したもの。（神奈川県資料より）
誘客キャンペーンや広域ワーケーションモデルツアーを通じて、より地域で行われている活動に密着した取組を行う
ことができ、地方創生に相当程度効果があったと県においては評価している。
【KPI達成／未達成の要因分析】
・「本事業を契機に、県及び市町が運営する移住相談窓口等にアプローチしてきた人の数」は、新型コロナウイルス
感染症の５類移行により都心からの移住志向が弱まったことが要因であると考えられる。
・「県民ニーズ調査での県西地域において「現在のところに住み続けたい」と思う人の割合」は、県民ニーズ調査にお
いて「神奈川県内の他のところへ移りたい」「神奈川県外へ移りたい」との回答割合が一定の割合を占めている
（20.0％）
ことから、積極的に定住を希望するだけの地域の魅力を回答者が感じられていないことが要因のひとつであると考
えられる。
・「本事業に関連した体験型観光・ワーケーションに係る受入者の人数は、新型コロナウイルス感染症の５類移行に
より外出志向が高まったことや、アニメとコラボした企画などにより、見込みを超える多くの参加者があったことが要
因であると考えられる。
・「本事業により新たな販路を獲得した特産品のアイテム数」は、特産品について新たな出品が少なかったことが主
な要因であると考えている。
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KPI（広域・推進） 基準値 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度
（参考）
累計

達成状況 単位

目標値 450 3,480 2,280 6,210

実績値 334 3,344 4,969 8,647

達成率 74.2% 96.1% 217.9% 139.2%

KPI（広域・推進） 基準値 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度
（参考）
累計

達成状況 単位

目標値 10 10 10 30

実績値 14 ▲ 13 1 2

達成率 140.0% - 10.0% 6.7%
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KPI（広域・推進） 基準値 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度
（参考）
累計

達成状況 単位

目標値 1,000 1,400 800 3,200

実績値 1,228 1,228

達成率 122.8% 0.0% 0.0% 38.4%

KPI（広域・推進） 基準値 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度
（参考）
累計

達成状況 単位

目標値 10,000 60,000 50,000 120,000

実績値 11,045 3,682

達成率 110.5% 0.0% 0.0% 3.1%

KPI（広域・推進） 基準値 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度
（参考）
累計

達成状況 単位

目標値 240 30 30 300

実績値 246 246

達成率 102.5% 0.0% 0.0% 82.0%

　

■AIを活用したオンデマンド交通サービス推進事業

【評価（案）】　●●●●順調に進んでいます

　本事業は既存の交通サービスと新たな交通サービスが相互に補完し合い、持続的で安定的な地域公共交通体系
を構築できるよう、本地域にAIオンデマンド交通を実装し、公共交通網を最適化することで、高齢者等の移動に係る
課題解決や子育て世帯の利用促進を図るものである。また、地域の住民・交通事業者等を主体とした組織を創設し、
本事業の管理・運営やプロモーション活動、コールセンター業務などを行うことで、地域のポテンシャルを最大限に活
用するとともに、新たな雇用の創出を図る事業として進めているものである。
　計画期間の初年度となる令和５年度においては、数値目標の３項目とも全てが目標値を達成しており、事業は順調
に進んでいると評価する。
　今後、安定的に本事業を進めていくため、まだサービスを利用されていない住民への周知の強化や更なる利用者
の増加に向けたサービス向上に取り組んでいく必要がある。
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